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クラブテーマ “ロータリーを語り、行動しよう”

　皆さま、こんにちは。 まずゲストの
紹介を致します。国際ロータリー第
2570地区ガバナー鈴木秀憲様、第4グ
ループガバナー補佐村田貴紀様、地区
幹事藤倉武様。
　本日はガバナー公式訪問例会です。
公式訪問を受けるにあたり、私は２つの
お願いを鈴木ガバナーに聞き入れてい
ただきました。 年度前に公式訪問をク
ラブ合同で行うか否かと問われました。
私はすかさず単独でお願いしますと言
いました。理由はガバナーに是非とも
　本庄ロータリークラブの現状を見て
頂きたかったからです。 会員数78名、
地区には毎年複数人行き、そんなクラ
ブですがここ数年目立って出席率が悪
い状況が続いているクラブを、隠すこ
となく見て頂く為に単独希望でした。
　もう一つ、78名の会員のうち、入会３
年未満の会員が22名おります、地区内
にこれほどのクラブはありません。
　普通に考えれば、クラブの会員は、ガ
バナーのお話しを聞ける機会は年に一
度の地区大会しかありません。ましては
ガバナーと直接話し合える機会は、こ
の公式訪問しかありません。私が尊敬
するロータリアンのおひとりである鈴
木ガバナーに色々な話ができる機会は
今回しかないのです。午前中の懇談会
では、入会3年未満の会員全員がガバ
ナーと話し合える時間が足りないと思
い、例会後のクラブ協議会において、併
行して懇談をお願いいたしました。
　この後、ガバナーから卓話をいただ
きますが、本年度の方針など直接我々
本庄ロータリークラブのメンバーにお
話しを聞かせていただく前に、前回、
2012-13年度にガバナーとしてお話し
いただいたことの中から、特に私が印
象に残っていることをお話しさせてい
ただきます。

　月信のなかからの抜粋となり前後の
文面を省略することをあらかじめお許
しください。
　「ルールの前にマナーがあり、マナー
はモラルから生まれる」つまり、何が大
切かということは「まずは我々の心が
け、他人を思い、他人をいつくしむこと
から始まる、つまり利他である」という
こと。「どんなよいことでも唱えている
だけでは実現できず、みずから活動す
ることが大切です」その象徴として「い
い風ふくよ！」のことばを地区テーマと
して掲げ、テーマバッジを作りました。
ロータリーが動くことで良い風が吹く
ことを表しています。
これがその時にいただいたバッジです。
「真実に向かって・信ずるところに向
かって、活動しましょう。」
「活動した結果は必ず成果となって表れ
ます。 良い風（新風）が必ずや吹くで
しょう。」とガバナーは語っています。
　「利他のこころ」そして「活動する」、
このふたつのキーワードが私にはとて
も印象深く残っています。
本日の鈴木ガバナーの卓話を楽しみに
拝聴させていただきます。

  ハイライトよねやま２３２号が届
いています。
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出席率

－2570地区 ガバナー－ 鈴木秀憲様
本日の卓話
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例 会

内 容

こんにちは
先ずは、茂木直前ガバ
ナー並びに本庄RCの皆
様が、地区運営で大変ご
尽力下さいました事に心
から御礼申し上げます。
本年度の国際ロータ
リーのマロ―二―会長

は国際協議会での講演で4つの強調事項を話
されました。 要約すると①会員増強 ②クラブ
の時間設定に柔軟性を ③組織の運営に柔軟性
を ④我々の活動は国連を中心とした事業の目
標（SDGs）に合致している。我々もこの事を意
識して行動しようと仰いました。
　その上で、「ロータリーを通じて私達はつなが
ります。私たちは全員が属する世界的なコミュ
ニティの人達とつながっています。

この『つながりが本年度のテーマです。」
と仰いました。 この言葉を頂き、私は地
区テーマを「つなげる：未来へつなぐ」、
地区のサブテーマを「変化：変える(基本
に返る)」としました。
  組織の未来へつながる組織運営にご
協力下さい。又、個人の未来へつながる
奉仕活動を心掛けて頂きたいと考えて

います。
　不合理な事・不便な事に対処す
ると、その結果、変化しなければな
らなくなります。周囲の環境は常
に変化しています。これに対応出
来ていないものは、一度基本に返
り、新たな変化に対応しましょう。
　本年度も宜しくお願い致します。

http://www.globals.jp/hp/HRotary/
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阪上清之介吉田卓磨さん 入会おめでとうございます。これからのご活躍をご期待申し上げます。

地区幹事  　　
藤　倉 　武 様

行田さくらＲＣもそうですが各所の桜が危機にあります。
桜、梅、桃等、バラ科に寄生する外来害虫クビアカツヤカミキリが繁殖して枯死させています。
この現実に感心を持って頂けると幸いです。

公式訪問ありがとうございます。 お互いに二度目のガバナーと研修リーダーですね。

国際ロータリー第����地区ガバナー 鈴木秀憲様 例会訪問いただきありがとうございます。
本日、よろしくお願いいたします。 茂　木　聡

加藤　玄静

第4例会第2714回

点鐘18時30分   1988～89年度本庄RC会長 髙橋福八パスト会長卓話  ／ 夜間例会・懇談会

2019年7月25日（木）  埼玉グランドホテル本庄にて


